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ません。また、学習指導要領は法的な文書であ
るため、「アクティブラーニング」のような外
国語を盛りこむことには、相当の理由が必要で
あるという話も聞いたことがあります。
　私はこうした点について、以前は少し「時代
遅れ」の感があると思っておりましたが、今は
そうではないと考えるようになりました。
　教育基本法の第１条に定められている「教育
の目的」は、現在の日本が直面している資源や
エネルギーの問題といった「現代的な諸課題」
を解決して、平和で民主的な国家・社会の形成
に寄与する「主権者」を育成することですが、
それは、新教育課程で示されている新しい教育
の視点を、連綿と続いてきた日本の教育の確か
な実践によって具体化することでこそ、実現が
可能なのだと考えております。
　今日、ここにお越しいただいた先生方が、新

しい教育の視点を、これまでの確かな蓄積に
よって実践されている点を心強く感じるととも
に、今後の東京書籍が目指すべき方向性を、改
めてお示しいただいたと感じております。
　これからも「教育の目的」の実現に寄与でき
る、確かな商品・サービスを提供できるように、
気持ちを新たに取り組んでいく所存でございま
す。
　最後になりましたが、ご多用の折に、今年度
の最終審査をご担当いただきました審査委員の
先生方、一次審査をご担当いただきました東京
教育研究所主任研究員の先生方をはじめ、ご協
力をいただきました多くの先生方に、この場を
お借りいたしまして、厚く御礼申しあげます。
　受賞された先生方の、今後の益々のご活躍を
ご祈念申しあげ、ご挨拶といたします。ありが
とうございました。


